
 阿賀野川流域におけるSDGsを3つのパネル作品を通してさぐる

　正式名称「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略称「ＦＭ事業」）。阿賀野川流域の各地域
が今も続く新潟水俣病と向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関係」を紡ぎ直す
ため、流域の住民･行政･民間団体が手を取り合い、「新しい流域づくり」を目指して始まったプロジェクト。とは？
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阿賀野川流域地域

水と大地の をさぐる
流域が新潟水俣病に向き合い、乗り越えるために

新潟水俣病が阿賀野川流域にもたらした被害や影響に
ついて、その複雑な経緯をたどった歴史を紐解きます。

●

流域とSDGs／阿賀野川流域における新潟水俣病
の概要をつかむ／阿賀野川流域における新潟水俣
病の歴史をたどる❶～❸…など

持続可能な開発目標（SDGs）とは？
Sustainable Development Goals エスディージーズ

　持続可能でよりよい世界の実現を2030年までに目指す国
際目標のことで、2015年9月の国連サミットで加盟国の全会
一致で採択されました。
　「安全な水…を世界中に」「質の高い教育をみんなに」な
ど、左図に掲げられた17の目標(Goals)の達成により、「誰一
人取り残さない」社会の実現に向け、すべての国々で取り組
むべきとされています。

17のゴール(※18個目のアイコンは、SDGsを表すカラーホイール)

展示を希望される方や団体には、無料で貸し出しております。
詳しくは右記までお問い合わせください。過去の作品（一部）のご紹介
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